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出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・書籍の案内が病棟にきていますので、Ｂユニットに置いていますので、興味のある方は見てください。

＜患者様連絡事項＞
・木村　春雄様～2/8御家族で今後について話し合いを持った結果の連絡がありました。（担当ケアマネも参加）退院に向け、病院側から下記の点の検討を依頼しています。

・妻の仕事の出勤が早いため、デイサービスへ行く本人の準備

・サービスが入らず本人一人の場合の時の本人の様子観察⇒近所に住む弟、姉の協力を依頼をしています。しかし、話し合った結果、協力は出来ない、家で見るのは無理と結論を出しています。家で見るのは無理でも施設には入れるまで入院継続は難しい事、妻と担当ケアマネに伝えています。現在施設の申し込みは、南山苑、オリーブ、修幸園、マイライフ(有料)です。担当ケアマネは、なんとか探します、といってはいるようです。今後、受け持ちスタッフは、妻様の面会時や担当ケアマネに他に施設申し込んだかを確認してください。２月末には再度、家族と話し合いを持って行くこととしています。

＜患者様連絡事項＞

・鈴木サダ様～洗濯物の自己管理が出来ず、下着類を自室に干していること見られています。　　　　　　　　　　　　　　担当スタッフより、本人からすべてをなくすのではなく、入浴が週3回あるので月曜日のプログラムの時間に本人と確認し、3セットのみ用意し預け、それ以外の衣類に関して、私物庫保管または鍵チェストにしてはという意見がありました。今後保清面について再度検討し、清潔を保てるように介入をおこなっていきましょう。

・昆　善三様～竹内ｓｗが自宅へ伺った際、トイレの段差が15ｃｍあるとのことで、段差をあがれるように介入を行い、歩行について後ろに手を組み重心を前にすることで、バランスよくゆっくり歩行出来るとのことで、今後退院に向けてケアを行っていきましょう。

＜転入患者様＞

・水上キヨ様～主病名：アルツハイマー型認知症

　　　　　　　　合併症：高血圧

　　　　　　　　主治医：田名部 Dr

食事形態は経管栄養

介護老人保健施設｢南山苑｣に入所していたが、独語・大声で叫ぶ事・拒薬・拒食が強く点滴療法実施し

ていたが、点滴療法に対しても拒否があり自己抜去見られ、施設入所困難な為当院入院となる。

1/6の検査結果よりMRSA(1＋)抗菌剤(バイコマイシン)点滴開始。1/17 MRSA(3＋)主治医は発熱・SPＯ2低下などあれば、再度抗菌剤の点滴実施していくとのことで、経過観察としている。

2/8定期採血実施し、黄色痰あり吸引必要。口腔内ネオヨジンガーグル消毒。ADLは全介助、自力体位変換困難あり、2時間毎の体位変換実施。身体を屈曲し足を伸ばそうとせず、拘縮はないがやや左半身麻痺あり。眼脂あり1日3回レボフロキサシン点眼薬実施。

上下義歯、買い物カード制限なし。オムツ・洗濯は業者。

1/16介護認定調査実施したが、結果はまだきていないとのこと。

